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（１:１0,000）０ 500m大阪府地図情報システムの地図データをもとに、国土地理院Ｓ＝１／ 25,000
「大阪南東部」平成 20 年 10 月 19 日発行、「信貴山」平成 19 年５月１日発行に加筆。

図１　大県郡条里遺跡の位置と周辺の遺跡 写真１　縄文時代晩期（紀元前５世紀頃）の遺構面
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・農具の機械化が進む。

・新田開発が進む。

・農業に牛や馬が
　使われはじめる。

・鉄の農具が
　使われはじめる。

・大阪で米作りが広まる。

・九州へ米作りが伝わる。

・大陸で米作りが始まる。

・日本で土器が作られる。
　（食物を煮て食べるようになる）

・温暖化で海水面が上昇し、
　河内湾ができる。

・綿の栽培がはじまる。

・条里制が敷かれる。

〔近現代〕

〔中世〕

〔近世〕

〔古代〕

〔弥生時代〕

〔縄文時代〕

・大和川が付け替えられる。

〔古墳時代〕

〔旧石器時代〕

・人間が日本列島へ移動してくる。

・河内湾が徐々に埋まり、
　河内湖になる。

図２　時代の流れと米作りの主なできごと



写真２　古代（平安時代・10 世紀頃）の水田

写真４　土器に書かれた文字「博」

（奈良時代・８世紀）

写真６　金銅製の鈴

（奈良～平安時代・８～ 10 世紀）
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　写真８　中世末期（16 世紀初頭）の畑

　図３　中世末期（16 世紀初頭）の畑

　写真７　出土した鎌の刃

（鎌倉時代・13 世紀初頭）

　写真５　水玉模様が描かれた土器

（奈良時代・８世紀）

写真３　中世（鎌倉時代・13 世紀初頭）の水田


